
 

 

令和７年度沖縄地域農林水産物等輸出促進協議会 

議事次第 

 

   

 

１ 開 会 

 

２ 開会の挨拶  

 

３ 沖縄における輸出促進に向けた取組等について 

 

４ 産地形成に向けた取組(担当者会議(牛肉分野)) 

 

５ 講演 

   ・咲元酒造株式会社 専務取締役 平田 智 様 

｢インバウンド需要を活用した輸出取組について｣ 

 

６ 各機関の輸出促進に向けた取組について 

   ・財務省 沖縄国税事務所 

   ・沖縄県畜産物輸出促進協議会(沖縄県畜産振興公社) 

   ・沖縄県 商工労働部 グローバルマーケット戦略課 

   ・（一社）沖縄県貿易協会 

 

７ 令和８年度以降の取組について 

 

８ 閉会の挨拶 

 

日時：令和８年２月９日（月）13：30～15：30 

場所：那覇第２地方合同庁舎２号館１階 A・B会議室 



 
令和７年度沖縄地域農林水産物等輸出促進協議会について 

 

１ 目的 

  農林水産省では、政府が掲げる農林水産物・食品輸出額目標に向け、輸出拡大ペースの加

速化を図る必要があるため、｢大規模輸出産地形成｣を推進する取組が進められている。沖縄

においても、沖縄県産牛肉の輸出拡大に向け、輸出産地形成の機運が醸成されてきているこ

とから、今年度は担当者会議を開催し、牛肉輸出に係る生産・加工・流通・販売の段階別に

課題を整理するとともに、県産牛肉のブランディング及び沖縄の強みである観光業を活用

した輸出促進の手法を報告書として取りまとめた。 

今年度の沖縄地域農林水産物等輸出促進協議会では、当該報告書をご承認いただくため意

見交換を実施する。また、今後の輸出促進に係る施策の検討の一助になることを目的とし、

インバウンドを活用した輸出に取り組んでいる県内事業者から取組状況を紹介する。なお、

ご承認いただいた報告書は、県内の輸出支援機関、市町村の担当者を対象として幅広く共有

することで、県産牛肉はもとより県産品全般の輸出促進にもつなげていく。 

 

２ 日程等 

  日 時 令和８年２月９日（月）13:30～15:30 

  場 所 那覇第２地方合同庁舎２号館 １階A・B会議室 

 

３ 議事 

（１） 沖縄における輸出促進に向けた取組等について(局から報告) 

 沖縄総合事務局における農林水産物等輸出支援体制 

 輸出産地形成に向けた支援①牛肉、②シークヮーサー、③海ぶどう、モズク、

認定輸出事業者への継続的支援(沖縄フレッシュ(株)) 

 輸出に取り組む者のすそ野の拡大(GFP沖縄取組) 

 令和７年度農林水産物・食品の輸出額 

 質疑応答 

（２） 沖縄での輸出産地の形成に向けた取組(担当者会議(牛肉分野)) 

 報告書説明 

 質疑応答、意見交換 

（３） 講演 

咲元酒造(株)から取組状況を紹介： 

 インバウンド需要を活用した輸出の取組について 

（４） 各機関の輸出促進に向けた取組  

 財務省 沖縄国税事務所 

 沖縄県畜産物振興公社 

 沖縄県 商工労働部グローバルマーケット戦略課 

 沖縄県貿易協会 

（５） 令和８年度以降の取組について 

 



 

４ アンケート調査結果の共有 

各機関に下記項目で今年度の輸出促進に向けた取組アンケートを取り、集約結果を協

議会前に構成員に共有し、当日に一部の機関より取組内容等を説明していただく。 

※３-(4) 

＜アンケート様式の項目＞ 

① 令和７年度の取組実績 

② 関係機関と連携した取組事例 

③ 当面（１～２年後）の取組内容と課題 

④ 輸出拡大に向けた長期的な課題 

 

 


